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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第５期

第２四半期連結累計期間
第５期

第２四半期連結会計期間
第４期

会計期間
　自　平成20年10月１日
　至　平成21年３月31日

　自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日

　自　平成19年10月１日
　至　平成20年９月30日

売上高 (千円) 669,804 538,824 1,934,147

経常損失（△）又は経
常利益

(千円) △103,489 △54,562 293,365

四半期純損失（△）又
は当期純利益

(千円) △156,252 △124,830 175,484

純資産額 (千円) ― 1,169,175 1,341,614

総資産額 (千円) ― 1,717,250 2,206,161

１株当たり純資産額 (円) ― 44,050.01 47,231.29

１株当たり四半期
純損失（△）又は当期
純利益

(円) △5,542.46 △4,462.19 6,226.51

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― 5,668.09

自己資本比率 (％) ― 68.1 60.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △312,767 ― △238,887

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 55,325 ― 260,273

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △279,266 ― 427,882

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 470,281 1,006,989

従業員数 (名) ― 21 21

(注)　1　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　 ておりません。

2　売上高には、消費税等は含まれておりません。 

3　第５期第２四半期連結累計期間及び第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につ

　 いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため、記載はしておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成21年３月31日現在

従業員数(名) 21

(注)  従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者

を含む就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年３月31日現在

従業員数(名) 21

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社グループは、プリンシパルインベストメント事業、アセットマネジメント事業、セールスプロモー

ション事業を主体としており、生産実績を定義することが困難であるため、生産実績の記載はしておりま

せん。

　

(2) 受注実績

当社グループは、受注生産を行っておりませんので、受注実績の記載はしておりません。
　
(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

プリンシパルインベストメント事業 476,669

アセットマネジメント事業 8,475

セールスプロモーション事業 53,678

合計 538,824

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

スカイコート㈱ 404,547 75.1

㈱ロイズコンサルティング 72,073 13.4

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間における我が国の経済は、米国・欧州を中心とした世界的金融不安や円高

による影響が、実体経済へ大きな影響を及ぼし、企業収益が大幅に悪化するなど、極めて厳しい経済環境

に激変しております。さらに家計部門においても、所得の減少や雇用環境の急速な悪化等により、消費マ

インドの冷え込みが一段と進むなど、経済全体としては非常に厳しい状況にあるものと思われます。

　当社グループが属する不動産業界におきましても、金融機関の不動産関連融資の厳格化により、投資資

金の流入は減少し、地価の下落傾向が顕著となるとともに、不動産取引の流動性が著しく低下いたしまし

た。これらの事象は不動産業界に大きな影響を与え、増収増益を達成していた上場不動産会社や中堅不動

産会社の経営破綻も相次いで発生し、当業界を取り巻く環境は極めて厳しいものとなっております。

　このような環境の中、当社グループは、保有物件の早期売却に着手するとともに、厳格な基準による市場

流動性の安定した収益物件の発掘を進めるなど、健全な財務状況を維持しつつ、新たな投資機会の創出に

努めてまいりました。さらに、不動産ソリューション事業や人材派遣事業等のフィービジネスによる収益

力の拡大を推進してまいりました。一方で、不動産市場の早期回復が見込みにくい状況を鑑み、繰延税金

資産の取り崩しや固定費の削減などを痛みを伴いつつも積極的に行ってまいりました。
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　以上の結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は、538,824千円、営業損失は38,948千円、経常損

失は54,562千円、四半期純損失は124,830千円となりました。　

　

事業の種類別セグメントの概況は、次のとおりであります。

　

（プリンシパルインベストメント事業）

　プリンシパルインベストメント事業につきましては、当面の不透明な不動産市況の動向を踏まえ、健全

な財務基盤の維持のために保有物件の早期売却を積極的に進めたことにより、当第２四半期連結会計期

間における売上高は476,669千円、営業利益は13,542千円となりました。

　

（アセットマネジメント事業）

　アセットマネジメント事業につきましては、当社がアセットマネジメント契約を受託しているＳＰＣ

（不動産投資特別目的会社）に対する同ＳＰＣ運用物件の資産価値維持・向上業務に注力するととも

に、不動産投資ファンドや不動産会社等の不動産事業者に加え、長期的な投資を目的とする個人富裕層や

自己使用目的の一般事業法人等の「実需」の購入者層をターゲットにソリューション事業を広範囲に取

り組んでまいりました。しかしながら、急激な信用収縮による金融機関融資の厳格化が深刻化するなか

で、前連結会計年度契約済みで当四半期連結会計期間に実行予定のソリューション案件が契約解除と

なったことなどにより、当第２四半期連結会計期間における売上高は8,475千円、営業利益は1,060千円と

なりました。

　

（セールスプロモーション事業）

　セールスプロモーション事業につきましては、不動産事業向け人材派遣（ハウジングアドバイザー・受

付スタッフ・リーシングサポーター・コンシェルジュスタッフ等）において、不動産市況の悪化により

全体的には求人が減少傾向にあるものの、マンション販売現場や賃貸マンション営業現場を中心に人材

供給を堅実に実施するとともに、フードサービス・小売業現場や販売促進補助業務等への人材派遣案件

の受注拡大に努めましたが、当第２四半期連結会計期間における売上高は53,678千円、営業損失は2,550

千円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

　

①資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、1,598,760千円（前連結会計年度末比22.5％

減）となりました。これは主に、たな卸資産が販売用不動産の開発により167,276千円増加した一方で、現

金及び預金が566,708千円減少した他、繰延税金資産を48,519千円取り崩したことによるものでありま

す。　

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、118,489千円（前連結会計年度末比17.5％

減）となりました。これは主に、関係会社株式が33,438千円減少したことによるものであります。　

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、518,075千円（前連結会計年度末比4.9％

減）となりました。これは主に、１年以内返済予定の長期借入金が152,076千円増加した一方で、短期借入

金が返済により75,000千円、１年以内償還予定の社債が償還により50,000千円それぞれ減少したことに

よるものであります。　
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（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、30,000千円（前連結会計年度末比90.6％

減）となりました。これは、長期借入金が返済等により280,006千円、社債が償還により10,000千円それぞ

れ減少したことによるものであります。　

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、1,169,175千円（前連結会計年度末比12.9％

減）となりました。これは主に、四半期純損失の計上156,252千円、自己株式取得16,336千円によるもので

あります。この結果、自己資本比率は68.1％となりました。　

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連

結会計期間末に比べ、129,804千円減少し、当第２四半期連結会計期間末残高は470,281千円となりまし

た。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フロー及びそれらの要因は、次のとおりでありま

す。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は、5,784千円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失

59,013千円、販売用不動産の売却によるたな卸資産の減少額40,704千円、持分法による投資損失15,214千

円があったことによるものであります。　

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、得られた資金は、29,716千円となりました。これは主に、関係会社に対する事業推進の

ための融資による支出が5,000千円あった一方で、定期預金の払戻による収入が36,000千円あったことに

よるものであります。　

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は、153,736千円となりました。これは主に、短期借入金返済による支出

125,000千円、長期借入金返済による支出2,400千円、社債の償還による支出10,000千円があったことによ

るものであります。　

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。

　

　

EDINET提出書類

株式会社ディア・ライフ(E04072)

四半期報告書

 7/25



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,000

計 96,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成21年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年５月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,404 28,404
東京証券取引所
（マザーズ）

―

計 28,404 28,404 ― ―

(注)　「提出日現在発行数」欄には、平成21年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は次のとおりで

あります。

　
  平成18年２月27日臨時株主総会決議

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年３月31日)

新株予約権の数（個） 348（注）６

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
4,176

（注）１、２、３、６

新株予約権の行使時の払込金額（円）
21,750

（注）２、４

新株予約権の行使期間 平成20年４月１日から平成28年１月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　    21,750
資本組入額　　10,875
（注）２、４　　

新株予約権の行使の条件 （注）５

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、12株であります。
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２　平成19年２月５日開催の取締役会決議により、平成19年２月22日付をもって普通株式１株を４株に分割してお

ります。また、平成19年８月31日開催の取締役会決議により、平成19年10月１日付をもって普通株式１株を３

株に分割しております。これらにより、「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込

金額」及び「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されて

おります。

３  新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式によって新株予約権の目的たる株式の

数は調整され、調整の結果生じる１株未満の端数についてはこれを切り捨てます。

　調整後株式数　＝調整前株式数×分割・併合の比率

４  新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式によって発行価額を調整し、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げます。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

　
また、時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合、次の算式によって発行価額を調整
し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　 　 　 　
既発行株式数＋

新株発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新株発行株式数

　

   上記算式において、「既発行株式数」は当社の発行済株式数から当社が保有する自己株式数を控除した数と

し、自己株式の処分を行う場合には「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとしま

す。

５　新株予約権の行使の条件

(1)新株予約権者は、権利行使時においても、当社又は当社グループ事業会社の役員(取締役、監査役、会 計参

与及び執行役)又は従業員(執行役員、相談役、顧問及び嘱託を含む。)のいずれかの地位にあることを要す

るものとします。

(2)新株予約権者が死亡した場合は、新株予約権の相続は認めず、本新株予約権は失効するものとします。(3)

新株予約権の一部行使はできないものとします。

(4)その他の条件については、平成18年２月27日開催の臨時株主総会決議及び平成18年２月27日開催の臨時取

締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結した「新株予約権割当契約書」に定めるところに

よります。

６  新株予約権の数、新株予約権の目的となる株式の数は、臨時株主総会決議による新株発行予定数から、退職に

よる権利を喪失した数を控除した数のことであります。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

　　　 該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年１月１日～
平成21年３月31日

― 28,404 ― 317,513 ― 247,513
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

阿部 幸広 東京都新宿区矢来町 9,675 34.06

株式会社ディア・ライフ 東京都千代田区九段南１丁目６-17 1,862 6.56

阿部 邦夫 福岡県北九州市小倉南区徳力 1,500 5.28

カーギルインベストメンツジャパン
株式会社 東京都千代田区丸の内３丁目２-３ 1,440 5.07

清水 伸也 神奈川県横浜市青葉区たちばな台 960 3.38

阿部 晶子 東京都新宿区矢来町 780 2.75

長野 健 東京都杉並区下井草 767 2.70

有限会社ディアネス 神奈川県川崎市麻生区上麻生２丁目35-25 720 2.53

藤塚 知義 東京都港区麻布十番 595 2.09

竹林 正隆 東京都大田区東嶺町 591 2.08

計 ― 18,890 66.50
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　1,862

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　26,542 26,542 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 28,404 ― ―

総株主の議決権 ― 26,542 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ディア・ライフ
東京都千代田区九段南
１丁目６-17

1,862 ― 1,862 6.56

計 ― 1,862 ― 1,862 6.56

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成20年10月 11月 12月 平成21年１月 ２月 ３月

最高(円) 32,000 18,500 12,400 13,000 10,750 10,200

最低(円) 9,300 12,400 9,650 9,900 9,320 8,650

(注)　株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成21年１月１

日から平成21年３月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年10月１日から平成21年３月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 470,281 1,036,989

売掛金 38,068 46,085

販売用不動産 ※2
 662,676 －

仕掛販売用不動産 ※2
 335,035

※2
 830,434

その他 95,212 ※2
 150,231

貸倒引当金 △2,513 △1,276

流動資産合計 1,598,760 2,062,465

固定資産

有形固定資産 ※1
 9,685

※1
 11,005

無形固定資産 1,988 2,094

投資その他の資産

投資有価証券 24,121 58,001

長期貸付金 55,032 ※2
 48,642

その他 27,808 33,782

貸倒引当金 △146 △9,831

投資その他の資産合計 106,815 130,596

固定資産合計 118,489 143,695

資産合計 1,717,250 2,206,161

負債の部

流動負債

買掛金 2,277 5,118

短期借入金 ※2
 270,000

※2
 345,000

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 190,000

※2
 37,924

1年内償還予定の社債 20,000 70,000

未払法人税等 645 15,207

その他 35,152 71,290

流動負債合計 518,075 544,540

固定負債

社債 30,000 40,000

長期借入金 － ※2
 280,006

固定負債合計 30,000 320,006

負債合計 548,075 864,546

EDINET提出書類

株式会社ディア・ライフ(E04072)

四半期報告書

13/25



(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 317,513 317,513

資本剰余金 247,513 247,513

利益剰余金 622,283 778,536

自己株式 △16,336 －

株主資本合計 1,170,973 1,343,563

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,798 △2,005

評価・換算差額等合計 △1,798 △2,005

少数株主持分 － 57

純資産合計 1,169,175 1,341,614

負債純資産合計 1,717,250 2,206,161
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年３月31日)

売上高 669,804

売上原価 594,196

売上総利益 75,608

販売費及び一般管理費 ※
 161,433

営業損失（△） △85,825

営業外収益

受取利息 2,693

受取配当金 142

匿名組合投資利益 1,295

その他 872

営業外収益合計 5,004

営業外費用

支払利息 5,853

投資有価証券売却損 300

持分法による投資損失 16,415

その他 99

営業外費用合計 22,668

経常損失（△） △103,489

特別損失

関係会社清算損 1,041

投資有価証券評価損 2,025

貸倒引当金繰入額 2,429

特別損失合計 5,496

税金等調整前四半期純損失（△） △108,986

法人税、住民税及び事業税 180

法人税等調整額 47,143

法人税等合計 47,323

少数株主損失（△） △57

四半期純損失（△） △156,252
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年３月31日)

売上高 538,824

売上原価 495,457

売上総利益 43,366

販売費及び一般管理費 ※
 82,314

営業損失（△） △38,948

営業外収益

受取利息 1,552

受取配当金 78

その他 713

営業外収益合計 2,343

営業外費用

支払利息 2,664

持分法による投資損失 15,214

その他 79

営業外費用合計 17,958

経常損失（△） △54,562

特別利益

関係会社清算益 3

特別利益合計 3

特別損失

投資有価証券評価損 2,025

貸倒引当金繰入額 2,429

特別損失合計 4,455

税金等調整前四半期純損失（△） △59,013

法人税、住民税及び事業税 90

法人税等調整額 65,726

法人税等合計 65,816

四半期純損失（△） △124,830
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △108,986

減価償却費 1,744

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,448

受取利息及び受取配当金 △2,835

支払利息 5,853

投資有価証券売却損益（△は益） △185

投資有価証券評価損益（△は益） 2,025

匿名組合投資損益（△は益） △1,295

関係会社清算損益（△は益） 1,041

持分法による投資損益（△は益） 16,415

売上債権の増減額（△は増加） 7,164

たな卸資産の増減額（△は増加） △167,276

仕入債務の増減額（△は減少） △2,841

その他 △36,457

小計 △294,081

利息及び配当金の受取額 709

利息の支払額 △5,461

法人税等の支払額 △13,934

営業活動によるキャッシュ・フロー △312,767

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,000

定期預金の払戻による収入 36,000

無形固定資産の取得による支出 △320

投資有価証券の取得による支出 △2,374

投資有価証券の売却による収入 3,855

関係会社株式の取得による支出 △5,000

関係会社の清算による収入 38,413

貸付けによる支出 △9,250

投資活動によるキャッシュ・フロー 55,325

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 50,000

短期借入金の返済による支出 △125,000

長期借入金の返済による支出 △127,930

社債の償還による支出 △60,000

自己株式の取得による支出 △16,336

財務活動によるキャッシュ・フロー △279,266

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △536,708

現金及び現金同等物の期首残高 1,006,989

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 470,281
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日)

１　持分法適用の範囲の変更

第１四半期連結会計期間において、持分法適用関連会社であった桜田門インベストメント（同）と田安門イ

ンベストメント（同）を清算いたしましたので、持分法の適用範囲から除外しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　　 当第２四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日）
　　　 該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末
(平成20年９月30日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　　6,724千円

 
※２　担保資産及び担保付債務 
　　　担保に供している資産は次のとおりであります。　 
　　　販売用不動産　　　　　　　　　　662,676千円 
　　　仕掛販売用不動産　　　　　　　　335,035千円 
 
 
　　　担保付債務は次のとおりであります。 
　　　短期借入金　　　　　　　　　　　270,000千円 
　　　1年内返済予定の長期借入金　　　 190,000千円
　　　なお、上記の他に関連会社である㈲北の丸リア 
　　ルエステートの借入金750,000千円及び㈲北の丸イ 
　　ンベストメントの借入金587,500千円の担保とし
　　て、連結上消去された関連会社向け短期貸付金
　　50,335千円、関連会社株式1,500千円、関連会社向
　　け長期貸付金15,000千円を担保に供しておりま
　　す。
　　　当該借入金は、いずれもノンリコースローン
　　（責任財産限定型債務）であり、上記関連会社が
　　保有する不動産及び当該不動産の収益並びに上記
　　担保資産のみを返済原資とするものであります。
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　　5,405千円

 
※２　担保資産及び担保付債務
　　　担保に供している資産は次のとおりであります。　
　　　仕掛販売用不動産　　　　　　　　830,434千円
　　　短期貸付金　　　　　　　　　　　　6,657千円
　　　長期貸付金　　　　 　　　　　　　16,831千円
 
　　　担保付債務は次のとおりであります。
　　　短期借入金　　　　　　　　　　　345,000千円
　　　1年内返済予定の長期借入金　　　　32,724千円
　　　長期借入金　　　　　　　　　　　280,006千円
　　　なお、上記の他に関連会社である㈲北の丸リア
　　ルエステートの借入金750,000千円及び㈲北の丸イ
　　ンベストメントの借入金587,500千円の担保に供し
　　ております。
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日  至　平成21年３月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

　　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28,530千円

　　　　給与手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46,653千円

　　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　74千円

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日  至　平成21年３月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。 

　　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12,840千円 

　　　　給与手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24,950千円 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日  至　平成21年３月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成21年３月31日現在）

　　　　現金及び預金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　470,281千円

　　　　現金及び現金同等物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 470,281千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年３月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年10月１日　

至　平成21年３月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 28,404

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,862

　

３　新株予約権等に関する事項

　　 該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　　該当事項はありません。
　
５　株主資本の著しい変動に関する事項

      当社は、平成21年３月10日の取締役会決議に基づき1,862株の自己株式取得を実施いたしまし

　　た。この結果、当第２四半期連結会計期間において自己株式が16,336千円増加し、当第２四半期

　　連結会計期間末において、自己株式が16,336千円となっております。

　

(リース取引関係)

　 該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

　 　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著し

　 い変動が認められないため、記載しておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社ディア・ライフ(E04072)

四半期報告書

20/25



(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日)

　

　

プリンシパル
インベスト
メント事業
(千円)

アセット
マネジメント
事業
(千円)

セールスプロ
モーション
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 476,669 8,475 53,678538,824 ― 538,824

(2) セグメント間の内部売上
　　高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 476,669 8,475 53,678538,824 ― 538,824

営業利益又は営業損失（△) 13,542 1,060 △2,550 12,052△51,000△38,948

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日)

　

　

プリンシパル
インベスト
メント事業
(千円)

アセット
マネジメント
事業
(千円)

セールスプロ
モーション
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 527,13816,951125,714669,804 ― 669,804

(2) セグメント間の内部売上
　　高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 527,13816,951125,714669,804 ― 669,804

営業利益又は営業損失（△) 8,104 1,551 3,700 13,355△99,181△85,825

(注)　1　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

2　各区分の主な事業内容 

　（1）プリンシパルインベストメント事業・・・・・・開発用不動産の仕入、開発及び売却 

　（2）アセットマネジメント事業・・・・・・アセットマネジメント、不動産仲介 

　（3）セールスプロモーション事業・・・・・・人材派遣

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）及び当第２四半期連結累計

期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）及び当第２四半期連結累計

期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日） 

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末
(平成20年９月30日)

　 　

１株当たり純資産額 44,050.01円
　

　 　

１株当たり純資産額 47,231.29円
　

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末 

(平成21年３月31日)
前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

純資産の部の合計額(千円) 1,169,175 1,341,614

純資産の部の合計額から控除する金額
（千円)

― 57

（うち少数株主持分） ― （57）

普通株式に係る純資産額(千円) 1,169,175 1,341,557

普通株式の発行済株式数（株）　 28,404 28,404

 普通株式の自己株式数（株） 1,862 ―

１株当たり純資産額の算定に用いられた普
通株式の数（株）

26,542 28,404

　

２　１株当たり四半期純損失

　

当第２四半期連結累計期間 
(自　平成20年10月１日   至　平成21年３月31日)

当第２四半期連結会計期間 
(自　平成21年１月１日  至　平成21年３月31日)

 １株当たり四半期純損失　　　　　　　　△5,542.46円
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式は存在するものの１株あたり四半期純損
失であるため、記載しておりません。

１株当たり四半期純損失 △4,462.19円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式は存在するものの１株あたり四半期純損失
であるため、記載しておりません。
　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成21年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日 
  至　平成21年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) △156,252 △124,830

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純損失(千円) △156,252 △124,830

普通株式の期中平均株式数(株) 28,192 27,975

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

― ―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年５月13日

株式会社ディア・ライフ

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指 定  社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　小田　　哲生　　　印

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　伊藤　　俊哉　　　印
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ディア・ライフの平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成21年１月１日から平成21年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年10月１日から平成

21年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ディア・ライフ及び連結子会社の平

成21年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社ディア・ライフ(E04072)

四半期報告書

25/25


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)ライツプランの内容
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	第２四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

